
● ⾯接に対する評価項⽬・基準（志望動機、⾃⼰PR、各種取組み、将来展望などの質疑応答を通じて）

関連するアドミッションポリシー A:⾮常に優れている B:優れている C:普通 D：もう少し

豊かな知識・教養を⾝につけて⾼い倫理観を
もって社会（⽇本社会・国際社会）に貢献する
ことを⽬標とし、その⽬標に向かって⾃ら継続
的に学修する意欲をもつ⼈。

主体性

⾃ら明確な⽬標を設定し、
達成に向けて計画的に取り組み
省察により気づきや学びを得て
新たな⽬標や経験に活かした

経験がある

⾃ら明確な⽬標を設定し、
達成に向けて計画的に取り組み
省察により気づきや学びを得た

経験がある

⾃ら明確な⽬標を設定し、
達成に向けて計画的に取り組んだ

経験がある

⾃ら明確な⽬標を設定し、
達成に向けて計画的に取り組んだ

経験が乏しい

グループやチームをとおして⾃⼰を⾼め、さら
に挑戦することや振り返ることの必要性を理解
した上で、経営や⽣産管理ができる技術者にな
ろうとする⼈。

多様性
協働性

グループやチームの多様性を尊重し、
その⼀員として積極的に協働して

⾃⾝の役割を果たしつつ
個々と組織の成⻑につなげた

経験がある

グループやチームの多様性を尊重し、
その⼀員として積極的に協働して

⾃⾝の役割を果たした
経験がある

グループやチームの多様性を尊重し、
その⼀員として積極的に協働した

経験がある

グループやチームの多様性を尊重し、
その⼀員として積極的に協働した

経験が乏しい

思考⼒
判断⼒

本学部・学科の特⾊を把握し、
専⾨分野・技術者の社会的役割を理解し、
⼯学的視点からその現状と問題を認識して

将来の在るべき姿を展望している

本学部・学科の特⾊を把握し、
専⾨分野・技術者の社会的役割を理解し、
⼯学的視点からその現状と問題に関する

認識がある

本学部・学科の特⾊を把握し、
専⾨分野・技術者の社会的役割に関する

理解がある

本学部・学科の特⾊、
専⾨分野・技術者の社会的役割に関する

理解が乏しい

表現⼒

⾃⾝の意⾒や考えを持ち、
相⼿の意⾒や考え、⽴場を踏まえて

場⾯に応じた適切な⽂脈や⽤語を選び、
分かりやすく伝えようとする

⼯夫がある

⾃⾝の意⾒や考えを持ち、
相⼿の意⾒や考え、⽴場を踏まえて

分かりやすく伝えようとする
⼯夫がある

⾃⾝の意⾒や考えを持ち、
相⼿に分かりやすく伝えようとする

⼯夫がある

⾃⾝の意⾒や考えを
相⼿に分かりやすく伝えようとする

⼯夫が乏しい

※⾯接の各評価項⽬は，上記「関連するアドミッションポリシー（⽣産⼯学部アドミッションポリシー）」に加え，志望する各学科のアドミッションポリシーとも照らし評価する。

問題発⾒及びその解決のために、必要な情報を
収集・分析し、⾃らの思考⼒をもって、⾃らの
考えをまとめ、表現しようと努⼒する⼈。
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